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　山口県岩国市議会（桑原敏幸議長）の議員団11
人が市役所を訪れ、佐喜眞市長や呉屋議長と普天
間飛行場問題などについて意見交換を行いました。
佐喜眞市長は、岩国市がＫＣ１３０空中給油機１５
機の岩国飛行場への先行移駐受け入れを決定した
ことについて「福田市長の英断と議会の協力があり
沖縄の基地負担が分かち合える。今後も協力体制を
取っていきたい」と発言し、桑原議長は「沖縄の基
地負担軽減については、オールジャパンで議論する
必要がある」と述べました。

　市、市商工会および市観光振興協
会が発起人となり、「宜野湾市MICE
施設建設誘致推進協議会」が設立さ
れました。県が大型M I C E 施設の
2020年の供用開始を目指し建設地
を選定する中で、本市も第380回市
議会定例会で建設誘致を議決するな
ど、誘致に向けた取り組みを進めてい
ます。市民の誘致機運を高めることを
目的に本協議会を設立しました。

　市新型インフルエンザ等対策行動計画有識者会議（山川
宗貞会長）は、市の新型インフルエンザ等対策行動計画案
を佐喜眞市長へ報告しました。山川会長は「新型インフル
エンザ等がいつ発生してもおかしくない状況の中、十分な
取り組みをお願いしたい」と話しました。本計画は、県の新
型インフルエンザ等対策行動計画に基づき、感染症に対す
る有識者等の意見をまとめ作成されました。

　「全国学校給食週間」に向けた取り組みとして、学校給
食状況視察を実施しました。学校給食のより一層の充実
発展を図ることを目的としています。志真志小学校を訪れ
た松川副市長は、児童たちとふれあいながら、学校給食を
いただきました。子どもたちの健やかな成長のため、学校
給食は大変重要な役割を果たしています。


